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Abstract: ホウ素中性子線補足療法(BNCT)はがんに対する新たな放射線

療法として期待されている。現在、BNCT 治療においてステボロニン(ボロ

ノフェニルアラニン, BPA)が 10B 薬剤として用いられているが、本薬剤に

は①大量投与が必要な事、②薬剤の消失が早い事および③有効ながん種が

限定される事など解決すべき課題が未だ残されている。そのため、BPA に

代わる高い腫瘍細胞内取り込み効率および蓄積性を有する新たな 10B 薬剤

の創製が希求されている。 

本発表では、我々が現在行っている➀第一世代 10B 薬剤である BSH 

(Na2B12H11SH)をカーゴ分子としたキャリア分子の開発および②ホウ素ク

ラスターを有するコバレントドラッグ型 10B 薬剤の開発について紹介する。 
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